
第４期大津市観光交流基本計画　KPI設定根拠

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

実績 1,563 1,845 1,052 1,163 1,533 1,907 1,677 - - - - -

目標 - - - - - - 1,876 1,926 1,979 2,033 2,089 2,132

実績 138.3 134.8 73.2 80.2 99.2 114.7 112.5 - - - - -

目標 - - - - - - 118.7 122.8 127.2 131.7 136.4 137.8

実績 20.5 19.7 2.3 0.1 1.4 14.2 15.2 - - - - -

目標 - - - - - - 15.2 16.3 17.4 18.7 20.0 21.4

実績 37.0% 46.9% 48.3% 57.4% 43.8% 45.5% 49.9% - - - - -

目標 36.9% 38.5% 40.0% - 58.6% 59.8% 61.0% 62.1% 50.9% 52.0% 53.1% 54.3%

実績 27 24 1 8 20 30 27 30 - - - -

目標 - - - - - - - - 32 34 36 38

■考え方

観光消費額等

来訪者満足度

MICE開催件数

37.0% 46.9% 48.3% 43.8% 45.5% 49.9%

MICE開催件数

(億円)

(万人)

(万人)

(%)

(件)

観光消費額

総宿泊客数

外国人宿泊客数

来訪者満足度

（～2028年まで）外国人日帰り・宿泊の人数は年7%増、国内人数は宿泊3%増、日帰り6%増でコロナ前水準までの回復を目指して算出。

2029年も同様の計算であるが、国内宿泊客数のみ宿泊施設へのアンケート結果※を加味し、2028年数値を据え置き、算出する。

2021年の満足度が高かったことから、第3期計画のKPIが引きあがったが、Covid-19影響化の特異値であったと判断する。

※アンケート結果では、2029年目標値は対2024年約110%であり、2028年の国内宿泊客数(対2024年120%)がすでに上回っているため。

2021年を除き、過去7年間の近似直線の延長線上を2026-2029の目標値として設定する。

ＪＮＴＯ国際会議統計における日本全体の開催件数は年5.9%の成長率で推移しており、本市も同様の成長率を目指し目標値を設定する。
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